総　会　運　営　規　程
(目的)

第１条　この規程は、公益社団法人全国調理職業訓練協会（以下「協会」という。）の定款第５章の規定に基づき総会の議事の方法に関する事項について定め、それによって総会の適正かつ円滑な運営を図ることを目的とする。
（遵守義務）
第２条　正会員は、法令及び定款並びにこの規則を遵守しなければならない。
（正会員の出席）
第３条　正会員は、総会に出席しなければならない。

２　正会員の代理出席は、認めない。
（正会員以外の者の出席）
第４条　外部理事及び外部監事は、総会に出席しなければならない。
２　協会の職員は、理事、監事を補助するため、議長の許可を受けて総会に出席することができる。
（資格）
第５条　総会の議長は、定款第２７条の規定に基づき会長がこれにあたる。なお、会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、副会長がこれにあたる。
（権限）

第６条　議長は、総会の秩序を維持し、議事を整理するため必要な措置をとることができる。
２　議長は、その命令に従わない者、その他当該総会の秩序を乱す者を退場させることができる。
（議長不信任動議の審議）
第７条　議長は、当該議長の不信任の動議の審議に当たっても職務を行うことができる。
（開会）
第８条　開会の予定時刻が到来したときは、議長は、正会員の出席の状況を確認の上、開会を宣言しなければならない。
（出席状況の報告）

第９条　議長は、開会を宣言した後、議事に入る前に、総会の正会員の出席の状況を報告しなければならない。

２　前項の報告は、協会の事務局職員をして行わせることができる。

（議題の審議順序）

第１０条　議長は、あらかじめ招集通知に記載された順序に従い議題を付議する。ただし、その順序変更理由を述べて、その順序を変更することができる。
２　議長は、複数の議題又は議案を一括して付議することができる。
（理事等の報告及び説明）
第１１条　議長は、議題を付議した後、理事に対し、当該議題に関する事項の報告又は議案の説明を求めるものとする。理事は、議長の許可を受けた上で、補助者に報告又は説明をさせることができる。
２　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第４３条の規定による正会員提案に係る場合にあっては、議長は、当該正会員に議案の説明を、理事又は監事に対しては上記提案に対する意見を求めるものとする。
（発言の許可）
第１２条　正会員は、議長の許可を受けてから発言しなければならない。
２　正会員の発言の順序は、議長が決定する。
（発言の内容及び制限又は中止）
第１３条　正会員は、簡潔明瞭に発言しなければならない。

２　議長は、議事の進行上必要があると認めるときは、発言時間を制限し又はその発言を中止させることができる。

（発言の時機）

第１４条　正会員は、議題に関する事項の報告又は議案についての説明終了後でなければ、当該議題又は議案に関し発言することができない。
（説明義務者）
第１５条　正会員の質問に対する説明は、会長又はその指名した者が行う。
２　正会員の監事に対する質問の説明は、監事が行う。
３　理事は、議長の許可を受けた上で、補助者に説明をさせることができる。
（一括説明）
第１６条　理事又は監事は、正会員の質問に対して一括した説明をすることができる。

（説明の拒絶）
第１７条　理事又は監事は、質問が次の理由に当たるときは、説明を拒絶することができる。
　（１）　質問事項が、総会の目的事項に関しないものである場合
　（２）　説明することにより正会員その他の者（当該正会員を除く。）の利益及び権利を害することとなる場合
　（３）　説明するために調査をすることが必要である場合
　（４）　その他説明をしないことにつき正当な理由がある場合
（修正動議）

第１８条　正会員は、付議された議案につき修正の動議を提出することができる。

２　前項の場合、議場に修正動議の採否を諮らなければならない。ただし、これを省略してただちにその動議を審議に付することができる。

３　議長は、修正動議を原案と一括して審議することができる。

（質疑及び討論の打ち切り）

第１９条　議長は、議案について質疑及び討論が尽くされたと認めたときは、質問若しくは意見を述べようとする正会員がいる場合でも、これを打ち切って審議を終了させ採決することができる。
（採決）
第２０条　議長は、採決は議案ごとにしなければならない。ただし、一括して審議した議案については、これを一括して採決することができる。
（採決の方法）
第２１条　議長は、採決について、賛否を確認できるいかなる方法によることができる。
（採決の結果の宣言）
第２２条　議長は、採決が終了したときは、その結果を宣言しなければならない。
（延期又は続行）
第２３条　総会を延期又は続行する場合は、総会の決議による。
２　前項の場合、延会又は継続会の日時及び場所についても決議しなければならない。ただし、その決定を議長に一任することを妨げない。
３　延会又は継続会の日は、最初の総会の日より２週間以内に日時及び場所を定めなければならない。
（閉会）
第２４条　議長は、全ての議事を終了したとき、又は延期若しくは続行が決議されたときは、閉会を宣言する。
（規程の改廃）
第２５条　この規程の改廃は、総会の決議を経て行うものとする。
附則
　　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
